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水Do！（スイ・ドゥ）とは

ペットボトル等の使い捨て（ワンウェイ）容
器入りの飲料の利用を減らし、水道水の
飲用を推進することにより、環境負荷の
低減、地域の水資源保全、人にやさしい
まちづくりを促進するキャンペーン。

2010年6月国際環境NGO FoE Japanの
活動として開始、201４年度より水Do!ネッ
トワークとして活動を拡大。



ペットボトルの生産量とリサイクル率の推移
生産量（重量）は２0年間で約５倍に

特に増えたのが
水とお茶！

1996年

小型ペットボトル
登場

1997年

容器包装リサイ
クル法による自
治体の分別収集
開始



ペットボトル入り飲料水と水道水の
環境負荷比較 その差は歴然

重い液体の
輸送に多大
なエネルギー
を消費

リサイク
ルしても
環境負荷
軽減効果
はごくわ
ずか

水道水の環境負荷は
ミネラルぉーたーの
1,000の１



なぜ水Do! ?
環境負荷をへらす

• ペットボトル等の使い捨て容器入り飲料は、容器の製
造・飲料の長距離輸送・販売時の冷蔵・使用後の容器
のリサイクルといったライフサイクルで、多くの資源・エ
ネルギーを消費し、CO2を排出。

• 水道水を上手に飲用利用すれば、環境負荷を大きく削
減できる。



なぜ水Do! ?
地域の水を守る

• 水は、地域の共有財産。
水源の森も、川も、地下
水も、水を共有する地
域全体で守ることが必
要。

• 「飲む」ことを通して、地
域の水資源に関心を持
つことは、地域の水を
保全する活動の第一歩

• その先の海にも配慮し
た行動につながる。



なぜ水Do! ?
人にやさしく潤いのある社会をつくる

• 人は誰でも水がなくては生きられない。

• 人々が健康を維持するための水分補給インフラを
用意することは、公共の責任。

• 「街のオアシス」が増えることで、魅力的なまちづくり
につながり、新たなコミュニケーションが生まれる。



水Do!がめざす2020年の日本

（１）会議の場に使い捨て容器入り飲料はない！
特に省庁、自治体の審議会等

（２）街中にオアシスがたくさんある！
公共の水飲みインフラ＋店舗等の給水
サービスの提供、案内掲示の徹底

（３）自然保護区等はペットボトルフリー！



東京オリンピック・パラリンピック
を水飲みインフラ整備の契機に

• 真夏の東京での開催⇒熱中症対策

• そもそもスポーツ施設に給水インフラは必須

• レガシーとして街を変えるチャンス

• 競技場内に多くの水飲み場、給水設備を

• 競技場内への水筒持ち込みを可能にし、持参呼び
かけを

• 街中（屋内外）に、誰もが使える水飲み場、給水設
備を



給水スポットを広げよう！2019年
５月、Refill Japanキックオフ！



Refill Japanとは

• 誰もが気軽に利用できる街中の水飲み場・給水機や、
水筒に無料で給水してくれる店舗等の「給水スポット」
を増やし、利用を広げることで、ペットボトル等の使い
捨て容器入り飲料の利用を減らし、環境負荷の低減、
魅力的なまちづくり等を推進する活動のプラットフォー
ム。

• 地域で給水スポットづくりに取り組む市民団体、行政、
企業等、様々な主体がプラットフォームに参加。

• 英国のRefillキャンペーンと提携。

• 公式サイトhttps://www.refill-japan.org 



Refill Japanの給水スポット
【大原則】

•誰でも無料で利用できる（×会員制、
×特定のボトルの購入義務等）

•水道水である（×宅配水のウォーター
サーバー等）

【スタイル】

•水飲み場（常温、冷水）

•水筒用給水機

•店舗での給水サービス

など



Refill Japanの活動計画

• プラットフォームの構築と地域の活動支援、モデル
事業

• 給水スポット拡大のためのツール制作、普及

• 仮設給水機等の利用による啓発活動、実証実験

• パートナーとの共同事業の実施

• Refillサミットの開催

• 全国一斉アクション、世界のRefillとの連携アクショ
ン



地域リフィルによる各地での活動

給水スポットの開拓や地域での普及
啓発活動は、日頃から地域で生活す
る地元の団体でなければ効果的な
活動ができない

地域リフィルはリフィル・ジャパンの活
動の要！

• 既存の水飲みインフラの確認、登録、モニタリング

• 地域のお店に給水スポットへの参加を呼びかける

• イベント会場に給水ステーションを導入する

• 地元の自治体や交通機関などに給水インフラの設置を
働きかける



給水スポット拡大のためのツー
ル制作・普及

• スマホで利用できる給水スポット検
索マップ制作（位置、給水スポット
の種類、提供される水/湯/茶等の
情報掲載）

• マップの利用促進のための呼びか
け、ポストカード

• 給水スポットの店舗用ステッカー、
ミニポスター制作



仮設給水機の活用による啓発活
動、実証実験

• 日本初の水道直結式仮設給水
機を導入（オリジナルデザイン：
直飲み用＋水筒給水用）。

• 5/29キックオフイベントでお披露
目、6/1（土）、２（日）のエコライフ
フェアで実際に初使用。

• ７月祇園祭（京都）、天神祭（大
阪）等、イベント会場で熱中症対
策と啓発活動。

• 街中で短期間設置し、ニーズの
把握等、実証実験も予定。常設
インフラ設置への橋渡し。



天神祭での給水ステーション設置

• 「天神祭ごみゼロ大作戦」の一環、
ペットボトル削減のため、Refill 
Japanが協力し、水道直結給水ス
テーション設置

• 設置場所：天神橋近くテニスコー
ト（ごみゼロ大作戦拠点）

• 設置台数：２台（水飲み場１、ボト
ル給水機１）

• 利用者数：2日計 655人

水飲み場：387人

給水機：268人（マイボトル118人、
ペットボトル等150人）



Refill Japanに参加しよう！

• 地域のRefillの活動に参加する

Refill大阪（事務局：大阪府民環境会議）

Refill京都（事務局：エコトーン）

Refil生駒（事務局：生駒市上下水道部）

• 地域のRefillを立ち上げる

• 個人サポーターになる

• 企業パートナーになる



詳細はこちら

• 水Do!キャンペーン http://sui-do.jp

Facebook ほぼ週１回更新

• Refill Japan  https://www.refill-japan.org

Faceook ほぼ週１回更新

• 動画「いいね！オアシスのあるまちづくり」

http://sui-do.jp/news/3244

・参考文献 『「脱使い捨て」でいこう！世界
で日本で始まっている社会のしくみづくり』
瀬口亮子 著（2019年・彩流社）

・お問合せ： 水Do!ネットワーク

info@sui-do.jp

http://sui-do.jp/
https://www.refill-japan.org/
http://sui-do.jp/news/3244

